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(記載要領は次葉を参照下さい。)
記載要領
1　報告の対象となる洋酒は、ウイスキー、ブランデー、スピリッツ、甘味果実酒、リキュール及び雑酒(みりんに類似するものに限る)の6品目です。

2　報告書には、次の品目(細目のあるものは細目)の別に、かつアルコール分の異なるごとに、課税移出数量を記載してください。また、品目(又は細目)及びアルコール分は必ず記載してください。
	品　　　　　目
	細　　　　　目

	ウイスキー
	

	ブランデー
	

	スピリッツ
	ジン、ウォッカ、ラム、ニュースピリッツ、その他のもの

	甘味果実酒
	

	リキュール
	本格リキュール等(※1)、薬酒(薬用酒・薬味酒)、梅酒、カクテル・チューハイ等(※2)、ウイスキーベースリキュール、ブランデーベースリキュール、白酒、その他のもの

	雑　酒
	赤酒、地酒


※1「本格リキュール等」とは次のものをいいます。

　　　　　キュラソー、ペパーミント、チェリーブランデー、カカオ、バイオレット、グリンティ、モカ、メロン、アプリコットブランデー、マラスキーノ、ストロベリー、スロージン、バナナ、ピーチブランデー、アブサン、ビタース、甘味ブランデー、その他これらに類似するもの

 　　　※2「カクテル・チューハイ等」とは、カクテル、チューハイ、果実風味のもの、その他これらに類似するものをいいます。

3　全ての品目及び細目について、「非発泡性のもの」と「発泡性のもの」を区分して記載してください。

　 (記入例)

	品目及び細目
	アルコール分
	課税移出数量
	摘　 要

	ウイスキー
	12度
	○○○,○○○,○○○ ℓ　　
	

	　　〃　　　　　　　　発泡性のもの
	 9度
	○○○,○○○,○○○ ℓ　　
	

	リキュール 　梅　酒
	14度
	○○○,○○○,○○○ ℓ　　
	

	　　〃　　 　　〃　　 発泡性のもの
	 4度
	○○○,○○○,○○○ ℓ　　
	


4　課税移出数量は、戻入控除数量及び被災酒類の還付数量等を差し引いた後の数量(純課税移出数量)をℓ位で計上してください。

　 なお、ℓ位未満の端数は、四捨五入してください。

5　既往の報告に誤りがある場合には、その数量を当月分の報告に加算又は減算し、摘要欄にその訂正内容を簡記してください。

6　この報告書は、当該移出月の翌月15日までに日本洋酒酒造組合へ提出してください。

